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「これからの保育所のあり方」

出生数は減少しているが、保育所児童数はほ

ぼ横ばいであり、低年齢児の入所希望が増加

している。定員を上回る保育所がある一方で、

定員を大きく下回る保育所もある。

施設の老朽化、保育室やトイレの不足、駐車

場が狭いことによる園児送迎時の支障など、

保育所それぞれに施設面の課題がある。

保育所入所の乳児の増加、特別支援が必要な

児童の増加、早朝・延長保育への対応などに

より、保育士の配置が困難になっている。

緊縮財政の中で、職員の増員や施設の大規模

な改修などが困難な状況である。

   

大
山
町
教
育
審
議
会
は
、「
こ
れ
か
ら
の
大
山
町
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

の
諮
問
を
受
け
、
昨
年
１
月
以
来
、
大
学
教
授
、
学
校
関
係
者
、
保
護
者
、
町
民

な
ど
20
人
の
委
員
に
よ
り
審
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
、
答
申
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●

●

●

●

　

大
山
町
教
育
審
議
会
が
答
申

答申全文については、大山町教育委員会事務局、

町内の各公民館で閲覧することができますし、大

山町ホームページからも見ることができます。ま

た、この答申の内容について広く町民のみなさん

からのご意見を募集します。左記のあて先に必ず

文書（郵送、ＦＡＸ、メールなど）でご提出くだ

さい。様式は問いませんが、住所・氏名をご記入

ください。

１．現状と課題

２．審議のまとめ

３．おわりに

（１）定員に満たない保育所のある中山・名

和地区の保育所は、適正規模となるよう統合

する。具体的な再編計画を早急に作成するこ

と。

（２）定員を超える状況が続くことが予想さ

れる大山地区の保育所は、増築または改築を

行うことも視野に入れて早急に対策を検討す

ること。

（３）早朝保育、延長保育、乳児保育などの

特別保育の拠点化を検討すること。

（４）就学前教育の重要性を考え、保育所の

統合に併せて幼稚園の設置を検討すること。

（５）効率的な財政運営の観点から、保育所

の民間委託も視野に入れて保育所運営方針を

検討すること。

　これからの保育所運営は、保育所の効率

的な運営を図りながら、保護者や地域住民

はもとより町民の理解を得るよう留意し、

大山町の子どもたちが心豊かにたくましく

育つ体制を構築することが重要である。

　また、大山町の幼児教育が、「大山町子

ども教育振興計画」や「子ども教育プログ

ラム」に基づいて、さらに充実されること

を期待する。

幼児教育
こ
れ
か
ら
の
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

■問い合わせ先　〒 689-3211 大山町御来屋 263 番地 1

大山町教育委員会事務局「教育審議会答申の意見募集係」

☎ 0859-54-5211　ＦＡＸ 0859-54-5217

メール　toushin@daisen.jp（このアドレスは 2月末までご利用いただけます）

肥後会長（写真右）から答申

を受け取る小原委員長



平成 20年 2月号3

「これからの中学校のあり方」

少子化傾向が続き、１０年後には町内中学校生

徒数が２割以上減少し、１学級編成の学年が各

中学校で多くなる。特に、中山地区の小・中学

校では各学年１学級編成となる。

生徒数が減少する（特に 1学級編成となる）と

様々な課題が生じる恐れがある。

　・生徒間の人間関係が固定化し、幅広い人間

　   関係づくりが行いにくい。

　・体育祭や文化祭など学校行事が低調になる。

　・部活動の運営が困難になり、多様な活動が

　　設定しにくい。

　・教職員数が減少し、他校との兼務や非常勤

　　講師の割合が増加する。

●

●

１．現状と課題

２．審議のまとめ

３．おわりに

（１）学校の適正規模

　中学校にあっては、一定以上の教育レベルを維持す

る上で、また、生徒同士のさまざまな関わり合いを設

定するうえでも、１学年の学級数を複数とすることが

望ましい。

（２）統合の必要性

　各中学校とも生徒数は減少し、特に中山中学校に

あっては、極小規模の中学校となることから現状程度

の教育条件を確保するためには統合が必要となる。

（３）３中学校の統合

　当面、名和中学校と中山中学校を統合し２校体制と

することも考えられるが、いずれ更なる生徒数減少に

より第２段階の統合を検討する必要が生じるため、現

在の３中学校を統合し、１中学校とした場合の方が安

定的に適正規模を保つことができる。　　　

（４）配慮すべき事項

　中学校の統合により遠距離通学が生じるため、生

徒の時間的な負担や体力的な負担を考慮し、スクール

バスの運行や統合校舎の位置について十分配慮するこ

と。また、中学校が地域で果たしてきた役割や意義、

地域住民の感情などに十分配慮すること。

　しかるべき時期に３中学校を１校に統合するこ

とが望ましい。これらの方策を講じるにあたり、

通学面への対応、統合校舎の位置決定、現校舎の

利用方策など十分考慮し、町民の理解を得て、ふ

さわしい教育環境を整備するよう努めてほしい。

「これからの公民館のあり方」

町内には大山地区３（本館１、分館２）、中山・

名和地区各１の５館の公民館があり、それぞ

れが地域に密着した特色ある活動を行ってい

る。

公民館は、「地域コミュニティーの拠点施設」

として新たに動き出すか、「生涯学習の拠点

施設」としてより充実した事業展開を行うか

の岐路に立っている。

社会教育

●

●

１．現状と課題

２．審議のまとめ

３．おわりに

（１）教育施設としての公民館

　地域に向き合い、その課題解決につながるプロ

グラムを工夫し、地域住民の参加を進め、相互学

習を通じた地域コミュニティーの育成を図ること

が重要である。公民館の運営体制としては、指定

管理者制度を導入することなく町の直営による運

営が望ましい。　

（２）適正な施設数

　各地区での取組みの経緯や地域性を考え合わ

せ、公民館の施設数は現状が望ましい。

（３）職員体制

　各公民館の職員体制は、現状の３人体制（分館

については２人）を維持すべきであり、公民館主

事として専門性を持った社会教育主事などの有資

格者の配置が望ましい。また、館長は公募するこ

とも検討する。

（４）事業推進における配慮すべき事項

　①地域ボランティア活用における交通費などの

　費用弁償、講師派遣などの予算化

　②団塊世代の大量退職者の生きがいづくりと高

　齢者学級の再構築　

　③部落公民館・集会所を有効利用する事業の導

　入

　公民館は、教育基本法や社会教育法に根

拠を持つ教育施設であり、「生涯学習の拠点」

であるとともに、「地域コミュニティーの拠

点」である。その役割を十分に果たすために

は、意欲と専門性を併せ持った職員の配置が

もっとも重要である。

地域住民から愛され、親しまれる公民館とな

るよう一層努めてほしい。

学校教育

これからの教育のあり方について

大山町教育審議会大山町教育審議会が答申が答申大山町教育審議会大山町教育審議会が答申が答申大山町教育審議会大山町教育審議会が答申が答申
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学校教育課
☎0859-54-5211社会教育課
☎0859-54-5212

きょういく
 通 信

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
思
い
出

の
写
真
コ
ー
ナ
ー
も

　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
を
お
祝
い
す
る

大
山
町
成
人
式
が
、
1
月
５
日
（
土
）

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
わ
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
昭
和
62
年
4
月
2
日
か
ら

昭
和
63
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

２
５
３
人
の
新
成
人
の
う
ち
、
２
１
６

人
が
参
加
し
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜

び
合
い
ま
し
た
。

　

町
長
ほ
か
来
賓
の
方
々
か
ら
の
お
祝

い
と
激
励
の
言
葉
を
受
け
、
新
成
人
を

代
表
し
て
松
田
瞳
さ
ん
（
石
井
垣
）
が

「
今
ま
で
私
た
ち
に
愛
情
を
注
ぎ
育
て

て
く
れ
た
家
族
、
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ

た
地
域
の
皆
さ
ま
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
胸
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
希
望

の
実
現
に
向
か
っ
て
一
歩
ず
つ
歩
ん
で

い
き
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
成
人
式
を
心
に
残
る
も

の
に
し
よ
う
と
集
ま
っ
た
実
行
委
員
の

案
で
、
式
典
後
に
全
体
合
唱
と
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
が
企
画
さ
れ
、
会
場
全
体
が
賑

や
か
な
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
実
行
委

員
だ
っ
た
冨
谷
麻
利
代
さ
ん
（
御
来
屋

東
区
）
は
、「
ぶ
っ
つ
け
本
番
で
、
ま

と
め
て
い
く
の
が
難
し
か
っ
た
で
す
。

今
回
成
人
者
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を

来
年
の
成
人
式
に
役
立
て
て
も
ら
い
た

い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
山
西
小
学
校
か
ら
は
、
小

学
校
2
年
生
の
時
に
書
か
れ
た
20
歳
の

自
分
あ
て
の
手
紙
が
届
き
、
封
を
開
け

て
懐
か
し
む
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。（
新
成
人
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　216 人の新成人が

式に出席しました

成人代表で謝辞を述べる松田さん

ビンゴゲームでは和やかな雰囲気に

▲

～大山町成人式～
20 歳の絆

きづな

を大切に

園
児
に
音
楽
の

楽
し
さ
を
伝
え
た
い

中
山
中
学
校
吹
奏
楽
部
訪
問
演
奏
会

　

保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
に
音
楽
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と

12
月
28
日
、
中
山
中
学
校
吹
奏
楽
部
19
人
が
下
中
山
保
育
所

を
訪
問
し
、
演
奏
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
校
歌
」か
ら
は
じ
ま
っ
て「
キ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ハ
ニ
ー
」、「
僕

の
背
中
に
は
羽
根
が
あ
る
」、「
愛
唄
」、「
千
の
風
に
な
っ
て
」、

「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」、「
ル
パ
ン
三
世
」な
ど
を
次
々
と
演
奏
。

園
児
た
ち
も
、
知
っ
て
い
る
曲
が
流
れ
る
と
演
奏
に
合
わ
せ

て
大
き
な
声
で
歌
っ
て
い
ま
し
た
。

　

楽
器
紹
介
で
は
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
マ
ー
チ
」
な
ど
、
園
児

た
ち
が
楽
し
め
る
よ
う

に
と
中
学
生
が
選
ん
だ

曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
と
な
り
の
ト

ト
ロ
」
で
は
園
児
た
ち

が
指
揮
者
と
し
て
舞
台

に
立
ち
、
堂
々
と
し
た

指
揮
者
ぶ
り
を
披
露
し

ま
し
た
。
ア
ン
コ
ー
ル

で
は
「
千
の
風
に
な
っ

て
」
を
演
奏
し
、
園
児

や
保
護
者
も
参
加
し
て

会
場
全
体
で
の
合
唱
と

な
り
ま
し
た
。

生演奏に園児たちもうっとり
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不
審
者
侵
入
に
備
え
て

〜
名
和
小
で
防
犯
訓
練
〜

　

12
月
26
日
（
水
）、
名
和
小
学

校
で
教
職
員
を
対
象
に
防
犯
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
不
審
者
が
校
内
に
侵
入
し
た

場
合
な
ど
の
緊
急
時
に
備
え
、
児

童
や
職
員
の
安
全
の
確
保
、
関
係

機
関
へ
の
速
や
か
な
通
報
な
ど
を

行
い
、
被
害
の
未
然
防
止
ま
た
は

拡
大
防
止
を
図
る
こ
と
が
目
的
で

す
。
講
師
に
は
警
備
会
社
の
方
々

を
迎
え
ま
し
た
。

大山町生涯学習大会並びに
本のある街づくり大会のお知らせ

平成 19年度 ～生涯学習を楽しんでいますか？～
　年齢に関係なく、日ごろの生活の

中から学び取ること、このことすべ

てが「生涯学習」になります。そして、

意識していないだけで、すべての人

が自分の興味や好奇心を通し「生涯

学習」を実践しています。中でも読

書活動は一番身近な生涯学習のひと

つです。「読書のまち・大山町」を

目指し、今回は読書を中心に開催し

ます。

　親子で参加できるワークショップ

や児童書作家による講演会、実践発

表などがあります。この機会にみな

さんでお出かけください。

場所：  大山公民館（大山町末長 269-1）

～杉山　亮（すぎやま・あきら）プロフィール～

期日：３月２日（日）
午前１０時から午後 5時まで

☎0859-53-3003

内容：  ワークショップ（10：00 ～ 12：00）

　　　　  講  演　　        （13：30 ～ 15：00）

                 『私にとって

　　　　　ものがたりライブとは』（仮題）

　　　　　　　　講師　杉山　亮さん

　　　  　実践発表　　    （15：20 ～）

＊大山町生涯学習大会に関するお問い合わせは社会教育課（0859-54-5212）へ。

1954 年生まれ。児童書・おもちゃ作家。
20 代を保育者として働き、30 歳のときおもちゃ作家に
転身。「おもちゃいろいろ・なぞなぞ工房」をおこす。
４０代は児童書や絵本のテキストなどを執筆。「もしかし
たら名探偵」（偕成社）、「たからものくらべ」（福音館書
店）、「こどものことをこどもにきく」（岩波書店）など
著書多数。講演をはじめ自作や昔話などを語ってきかせ
る活動・ものがたりライブを全国で展開中。

　

訓
練
当
日
は
「
授
業
中
に
凶
器
（
ナ
イ
フ
）
を
所
持
し
た
不
審
者
が

屋
内
に
侵
入
し
て
き
た
の
を
１
階
教
室
の
教
師
が
発
見
し
た
」
と
い
う

想
定
で
行
い
ま
し
た
。
不
審
者
へ
の
対
応
、
校
内
で
の
連
携
、
児
童
の

避
難
誘
導
、
通
報
の
仕
方
、
い
す
や
ほ
う
き
な
ど
道
具
の
使
い
方
や
護

身
術
な
ど
、
全
職
員
に
よ
る
具
体
的
な
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

引率者・スキー指導者の
方は、大山スキー場共通
リフト券が 3,000 円で購
入できます　

　町内子ども会・スポーツ少年団が

大山スキー場で行うスキー教室など

の行事を対象とします。申請してい

ただくと共通 1日リフト券（大人）

4,800 円が 3,000 円でご利用いただ

けます。

　【利用方法】実施日の１０日前ま

でに、申請書に「行事名、日時、引

率代表者及びリフト券利用者の氏

名、参加児童数」などを記入し、押

印のうえ町教育委員会に提出して

ください。当日、中の原スキーセン

ター事務所でお金（3,000 円）を支

払い、1日リフト券をお受け取りく

ださい。

■ 問い合わせ先　

町教育委員会社会教育課

　☎ 0859-54-5212
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まちの話題

　

10
月
16
日
、
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
ホ
ー
ル
で
地
方
自

治
法
施
行
60
周
年
記
念
監
査
事

務
功
労
者
表
彰
式
が
開
か
れ
、

椎
木
喜
久
男
さ
ん
（
種
原
）
が

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
長

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
椎
木
さ
ん
が
、
旧
大

山
町
時
代
か
ら
長
年
監
査
委
員

を
続
け
ら
れ
、
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
、
12
月
26
日

に
は
、
山
口
町
長
か
ら
、
表
彰

状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表彰状を手にする椎木喜久男さん

監
査
事
務
に
貢
献

監
査
委
員
と
し
て
全
国
表
彰

　

農
業
後
継
者
の
会
の
、
名
和

グ
リ
ー
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
（
会
長 

山
上
泰
典
さ
ん
、
会
員
15
人
）

が
、12
月
19
日
、塩
津
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
「
陽
だ
ま
り
の
家
な

か
や
ま
」
を
訪
問
し
、
自
分
た

ち
で
育
て
た
そ
ば
粉
を
使
っ
た

手
打
ち
そ
ば
を
実
演
。
入
所
し

て
い
る
皆
さ
ん
に
か
け
そ
ば
に

し
て
振
る
舞
い
ま
し
た
。
石
橋

多
美
子
さ
ん
（
84
歳
）
は
、「
そ

ば
は
大
好
物
で
す
。
と
て
も
お

い
し
い
で
す
。
小
さ
い
こ
ろ
家

中
が
そ
ば
好
き
で
、
母
親
が
よ

く
打
っ
て
食
べ
さ
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
ば
を
切
る
音
が
好
き

で
す
」
と
懐
か
し
ん
で
お
ら
れ

ま
し
た
。会
長
の
山
上
さ
ん
は
、

「
自
分
た
ち
が
楽
し
ん
で
、
そ

れ
で
人
も
喜
ん
で
も
ら
え
た
ら

と
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
ば
は

奥
深
い
で
す
」
と
話
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

手打ちそばを振る舞う

　目の前でそば打
ちを披露。米沢さん
（左）のトークが光
り、山上さん（中）
の汗が流れ、平田さ
ん（右）の指導がさ
え渡りました。

▲

名和グリーンカル

チャーがグループ

ホーム陽だまりの家

なかやまを訪問

新
そ
ば
の
味
を
堪
能

古こ
ぶ
ん
げ
ん

文
原
ふ
る
さ
と
委
員
会

　

古
御
堂
・
文
珠
領
・
古
原
地
区
（
合

計
65
世
帯
）
で
つ
く
る
古
文
原
ふ
る

さ
と
委
員
会
（
会
長 
舩
越
奉
文
さ

ん
）
は
12
月
16
日
、
古
文
原
ふ
る
さ

と
会
館
で
、
収
穫
し
た
ば
か
り
の
そ

ば
粉
を
使
っ
て
「
新
そ
ば
を
楽
し
む

会
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

古
文
原
ふ
る
さ
と
委
員
会
は
、
中

山
間
地
域
活
性
化
交
付
金
事
業
で
３

年
前
に
古
文
原
ふ
る
さ
と
会
館
や
公

園
を
建
設
し
、
地
域
お
こ
し
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
そ
ば
や
黒
大
豆
を

作
り
、
近
く
の
住
雲
寺
（
通
称
ふ
じ

寺
）
の
藤
ま
つ
り
の
来
場
者
に
振
る

舞
っ
た
り
、
県
内
外
に
視
察
研
修
に

行
っ
た
り
と
活
発
な
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
地
区
住
民
が
集
ま
っ

て
、
黒
大
豆
の
収
穫
作
業
と
合
わ
せ

て
新
そ
ば
を
楽
し
む
会
が
開
か
れ
、

地
元
の
そ
ば
打
ち
名
人
が
打
っ
た
そ

ば
を
大
き
な
釜
で
手
際
よ
く
ゆ
で
、

手
作
り
の
つ
ゆ
と
共
に
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
ば
を
打
っ
て
お
ら
れ
た
、

地
域
交
流
部
会
長
の
福
田
富
夫
さ

ん
（
古
御
堂
）
は
「
そ
ば
づ
く
り
を

研
究
し
て
い
る
う
ち
に
、
そ
ば
に
は

ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
、
打
ち

方
や
つ
ゆ
の
魅
力
を
語
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
収
穫
さ
れ
た
黒
大

豆
の
一
部
は
早
速
正
月
用
に
と
、
地

区
の
全
世
帯
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

大山スキー場開き祭
安全と積雪を祈って　

大
山
ス
キ
ー
場
開
き
祭
が
12
月
23

日
、
大
山
中
の
原
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
ゲ
レ
ン
デ
に
積
雪
は
な
い
も

の
の
、
雪
を
待
ち
わ
び
る
ス
キ
ー
ヤ
ー

な
ど
約
７
０
０
人
が
参
加
し
、
1
日
も

早
い
積
雪
と
シ
ー
ズ
ン
中
の
安
全
を
祈

り
ま
し
た
。
神
事
の
後
は
、
僧
兵
に
ふ

ん
し
た
大
山
小
学
校
５
・
６
年
生
に
よ

る
祝
い
も
ち
つ
き
や
大
山
僧
兵
太
鼓
保

存
会
に
よ
る
降
雪
祈
願
太
鼓
も
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
か
い
あ
っ
て
ス
キ
ー
場
は
、
年

末
の
寒
波
で
大お

お
み
そ
か

晦
日
に
オ
ー
プ
ン
。
以

来
積
雪
に
恵
ま
れ
、
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
多
く
の
ス
キ
ー
ヤ
ー

な
ど
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
今
シ
ー
ズ

ン
か
ら
、
豪
円
山
ス
キ
ー
場
入
り
口
の

旧
グ
リ
ー
ン
ロ
ッ
ジ
を
改
装
し
、
パ
ト

ロ
ー
ル
本
部
、
大
山
寺
診
療
所
な
ど
を

備
え
た
総
合
案
内
所
、「
大
山
ス
キ
ー

場
総
合
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

リフトからの祝いもちまき。（もち米は大山小

学校の 5年生が地域の方々と育てたものです）

「うまいな～」おいしく出来上がったそばに
舌鼓を打つ皆さん
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まちの話題
新
年
は
マ
ラ
ソ
ン
か
ら

雪
の
中
２
ｋ
ｍ
を
走
り
初
め

　

新
し
い
年
が
明
け
た
ば
か
り
の

1
月
1
日
、
名
和
神
社
前
を
発
着

点
に
恒
例
の
「
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
参
加
者
全
員
で
名

和
神
社
に
参
拝
。
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
で
手
を
あ
わ
せ
、
い
よ
い
よ
走

り
初
め
で
す
。
雪
が
降
り
し
き
る

中
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た

が
、
参
加
し
た
40
人
は
、
2
ｋ
ｍ

の
コ
ー
ス
を
元
気
よ
く
走
り
ぬ
き

ま
し
た
。

ほ
っ
と
ひ
と
時

　

合
唱
団
「
ま
ゆ
」
の
定
期
演
奏
会
が
12

月
15
日
（
土
）
生
活
想
像
館
の
わ
く
わ
く

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
28
回
目
に
な
る
演
奏
会
は
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
「
ま
ゆ
」
と
交
流
を
続

け
て
い
る
合
唱
団
「
せ
せ
ら
ぎ
」
が
友
情

出
演
し
て
、
親
し
み
の
あ
る
ポ
ッ
プ
ス
曲

を
合
同
演
奏
し
た
ほ
か
、
鳥
取
県
の
各
地

を
題
材
に
し
た
女
声
合
唱
組
曲
や
混
声
合

唱
の
名
曲
「
心
の
四
季
」
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　

毎
年
こ
の
演
奏
会
を
楽
し
み
に
集
ま
っ

た
聴
衆
は
、
多
彩
な
構
成
と
美
し
い
歌
声

に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

合
唱
を
楽
し
む

ほっとひと時

慣れない手つきながらも真剣に取り組む児童

合唱団「まゆ」28回目の定期演奏会

枝打ち作業を体験
大山小で森林整備体験活動

　

森
林
へ
の
理
解
を
深
め
、
環
境
問
題
へ
の
取
組
を
日
常
生
活
の

中
で
実
践
し
よ
う
と
す
る
意
欲
を
高
め
る
た
め
、
12
月
17
日
（
月
）、

大
谷
の
清
水
泰
さ
ん
所
有
の
山
林
で
大
山
小
学
校
児
童
（
5
・
6
年

生
）
が
枝
打
ち
体
験
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

清
水
さ
ん
と
西
部
総
合
事
務
所
林
業
振
興
課
の
川
谷
さ
ん
の
指

導
の
も
と
、
真
剣
な
眼
差
し
と

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
枝
打
ち
作

業
を
実
践
。
作
業
前
に
は
薄
暗

か
っ
た
山
林
も
作
業
後
に
は
光

が
差
し
、
み
ん
な
笑
顔
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。（
見
て
、聞
い
て
、

実
践
す
る
こ
の
よ
う
な
体
験
が

新
し
い
文
化
の
創
造
に
大
き
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
こ
と
と
期

待
し
ま
す
）

お
話
の
世
界
へ

よ
う
こ
そ

と
つ
げ
き
お
話
隊
の

新
年
お
話
会
だ
チ
ュ
ー
！

　

大
山
町
消
防
団
消
防
出

初
式
が
、１
月
６
日（
日
）、

名
和
総
合
運
動
公
園
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
団
員
は
、

団
長
訓
辞
、
町
長
式
辞
、

来
賓
祝
辞
を
受
け
た
後
、

分
団
行
進
や
名
和
川
で
の

一
斉
放
水
な
ど
、
勇
姿
を

披
露
。団
員
た
ち
は
消
防
・

防
災
へ
の
使
命
を
あ
ら
た

め
て
確
認
し
、
新
年
の
無

災
害
へ
の
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
12
日
（
土
）
図
書
館
名
和
分

館
で
、
と
つ
げ
き
お
話
隊
に
よ
る
、

新
年
１
回
目
の
お
話
会
を
行
い
ま
し

た
。
今
年
の
え
と
が
〝
子ね

ど

し年
〞
と
い

う
こ
と
で
、
ゆ
び
人
形
「
ね
ず
み
の

よ
め
い
り
」、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

「
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
」、
お
話
「
ね

ず
み
の
す
も
う
」
な
ど
、
ネ
ズ
ミ
に

ち
な
ん
だ
お
話
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

お
話
会
後
、
図
書
館
内
の
「
ネ
ズ

ミ
の
え
ほ
ん
コ
ー
ナ
ー
」
の
本
も
、

た
く
さ
ん
の
貸
し
出
し
が
あ
り
ま
し

た
。 図書館名和分館

消防出初式 名和川での一斉放水

元気よくスタートする参加者の皆さん
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平
成
20
年
４
月
か
ら

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す

　

現
在
、
75
歳
（
一
定
の
障
害
が
あ
る
人
は
65
歳
）
以
上
の
人
は
国
民
健
康
保
険
や
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
な
が

ら
、「
老
人
保
健
制
度
」
で
医
療
給
付
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
こ
の
老
人
保
健
制
度
は
平
成
19
年
度
で
廃
止
さ
れ
、

平
成
20
年
４
月
か
ら
は
新
し
く
創
設
さ
れ
る
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
で
医
療
給
付
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※後期高齢者医療制度についての問い合わせ先

　福祉保健課　　　☎ 0859‐54‐5207

　中山支所福祉課　☎ 0858‐58‐6112

　大山支所福祉課　☎ 0859‐53‐3136

　鳥取県後期高齢者医療広域連合　

　　　　　　　　　☎ 0858‐32‐1097

※おことわり

　この内容は、国が示す資料などを基にしていま

すが、今後変更されることもあります。

シリーズ「後期高齢者医療制度とは」　その⑦

　制度についての質問にお答えします その③

☆質問１　現在 65 歳以上 75 歳未満で障害認定により老人

　　　　保健に加入している場合は、どうなりますか？

答え　 すでに障害認定を受け老人保健に加入されている場合は、

そのまま後期高齢者医療制度に移行することになりますが、後期高

齢者医療制度へ加入しないことも可能です。

　ただし、加入しない場合には、鳥取県特別医療費助成制度の対象

となるかどうか、健康保険料の額などの比較も必要ですので、担当

窓口へご相談ください。

☆質問２　保険料はいつわかりますか？

☆質問３　私は７２歳で国民健康保険の被保険者ですが、

　　　　夫は７５歳になり、後期高齢者医療制度に加入し

　　　　ます。私の保険はどうなりますか？また、保険料

　　　　はどのようになりますか？

答え　 制度開始により、平成20年 4月支給分の年金から天引き (特

別徴収)が始まります。特別徴収該当の方には、保険料額(仮算定額)

を平成 20 年 4月にお知らせします。

　年金からの天引きの対象とならない方 ( 普通徴収 ) については、

平成 20 年 7 月に保険料額をお知らせし、併せてお届けする納付書

または口座振替などでお支払いいただくことになります。

答え　 ７５歳になられた方は、国民健康保険やお勤め先の健康保

険などから後期高齢者医療制度へ変更になります。その方以外の国

民健康保険被保険者は、そのまま国民健康保険に加入することにな

ります。保険料については、後期高齢者医療制度に加入した夫は、

後期高齢者医療保険料を支払い、国民健康保険税には夫の分は、算

定されなくなります。
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大
阪
事
務
所
だ
よ
り
⑪       

池信昌隆：平成 18 年 4 月から町と

　　県の人事交流で鳥取県大阪事務所

　　に勤務しています。大阪での近況

　　を報告します。

　鳥取県大阪事務所　

　大阪市北区梅田 1‐1‐3‐2200

　大阪駅前第３ビル 22階

　☎  ( ０６) ６３４１‐３９５５ 

　FAX( ０６) ６３４１‐３９７２　

　

12
月
号
で
も
少
し
ふ
れ
ま
し
た

が
、
ス
キ
ー
場
開
き
祭
直
前
の
12
月

18
日
（
火
）
〜
20
日
（
木
）
の
３
日

間
、
大
山
ス
キ
ー
場
キ
ャ
ラ
バ
ン
を

実
施
し
、関
西
の
マ
ス
コ
ミ
の
ほ
か
、

岡
山
県
、
香
川
県
の
マ
ス
コ
ミ
14
社

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
ス
キ
ー
場
に
雪
が
数
セ

ン
チ
し
か
積
も
っ
て
い
な
い
状
況
で

の
Ｐ
Ｒ
と
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
度

か
ら
力
を
入
れ
て
い
る
「
絶
景
ス

キ
ー
場
」
と
し
て
、
大
山
北
壁
を

背
に
日
本
海
に
向
か
っ
て
滑
る
海
の

見
え
る
ス
キ
ー
場
で
あ
る
こ
と
、
今

シ
ー
ズ
ン
か
ら「
無
散
水
融
雪
装
置
」

が
屋
内
駐
車
場
ま
で
の
び
て
、
米
子

イ
ン
タ
ー
か
ら
安
全
に
ス
キ
ー
場
ま

で
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど

を
中
心
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
レ
デ
ィ
ー
で
、
昨
シ
ー
ズ
ン
か
ら

大
山
ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
勤
務

す
る
藤
田
さ
や
か
さ
ん
は
、「
大
山

は
日
本
海
を
見
な
が
ら
豪
快
な
ス

キ
ー
が
楽
し
め
ま
す
。
ス
キ
ー
を

さ
れ
な
く
て
も
家
族
で
楽
し
め
る
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
も
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ

来
て
く
だ
さ
い
」
と
大
山
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

　

鳥
取
県
の
自
然
の
恵
み
を
生
か

し
た
酒
や
食
品
な
ど
の
物
産
品
を

販
売
す
る
「
鳥
取
県
新
春
味
め
ぐ

り
」
を
１
月
３
日
（
木
）
〜
８
日

（
火
）
の
６
日
間
、
大
阪
駅
前
の

梅
田
大
丸
百
貨
店
地
下
２
階
イ
ベ

ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で
開
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
物
産
品
の
試
食
や
販
売

を
通
し
て
鳥
取
県
の
魅
力
に
触
れ

て
も
ら
お
う
と
大
阪
事
務
所
が
企

画
し
た
も
の
で
す
。
新
年
早
々
で

し
た
が
、
鳥
取
か
ら
出
店
い
た
だ

き
、
鳥
取
の
地
酒
の
ほ
か
、
鳥
取

の
も
ち
米
を
使
っ
た
お
も
ち
、
特

別
栽
培
米
、
本
モ
ロ
コ
の
甘
露
煮

な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
15
日
（
金
）
〜
３

月
14
日
（
金
）
ま
で
大
阪
市
福
島
区

の
「
ホ
テ
ル
阪
神
」
で
「
食
の
み
や

こ
鳥
取
〜
大
山
編
〜
」
と
し
て
デ
ィ

ナ
ー
タ
イ
ム
に
大
山
を
中
心
と
し

た
鳥
取
の
食
材
を
利
用
し
た
コ
ー
ス

料
理
を
提
供
す
る
予
定
で
す
。
詳
細

は
次
号
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

大
山
ス
キ
ー
場
キ
ャ
ラ
バ
ン

新
春

　

鳥
取
味
め
ぐ
り

絶
景
ス
キ
ー
場
を
宣
伝

　
　

マ
ス
コ
ミ
14
社
を
訪
問

スキー場のポスターを手に神戸新聞で
ＰＲする藤田さん 

緊張した面持ちで開店を待つ、智頭町「田舎屋」さん
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NO.33

一般・文学　　　　　　　　　　　　　　　　      　その他

★ お家さん（上・下）/ 玉岡かおる　　　　　　　　★ ネット君臨 / 毎日新聞取材班

★ ダイイング・アイ / 東野圭吾　　　　　　　　　　★ サムライたちの真珠湾 / 早瀬利之

★ 消失（第 2巻）/　高杉良　　　　　　　　　　　 ★ 山からの贈り物 / 田部井淳子

★ 幕末の尼将軍―篤姫 / 堂門冬二　　　　　　　　　★ 新「地域」ブランド戦略 / 関満博

★ 桔梗は驟雨に散る / 鳴海章　　　　　　　　　   　★ 僕のアルバム / 植田正治　　　

★ きみを想う夜空に / ニコラス・スパークス　　　　★ 家族にがんの人はいませんか / 市川喜仁

★ 名将山中鹿之助 / 南原幹雄　　　　　　　　　　　★ よくわかる高齢者の排便障害 / 高野正博

★ 泣き虫ハアちゃん / 河合隼雄　　　　　　　　　　★ 釣れる！カンタン！投げ釣り入門

★ クワイエットルームにようこそ / 松尾スズキ　　　★ 広瀬光治のゆびで編む小もの

エッセイ　　　　　　　　　　　　　　　　　　      児童・絵本

★ 人間の関係 / 五木寛之　　　　　　　　　　　　　★ ねこのおんがえし / 中川李枝子

★ 庭説法 / 永六輔　　　　　　　　　　　　　　　　★ 初雪のふる日 / 安房直子

★ 女の敵 / 遥洋子　　　　　　　　　　　　　　　　★ ハリネズミかあさんのふゆじたく / エヴァ・ビロウ

郷土　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　  ★ しろいまゆげのトラ / イ・ジンスク　　　　

★ 大山寺の名僧 / 大館禅雄　　　　　　　　　 　　 ★ カメレオンはいく / 本信公久　

闘病記文庫

コーナー

ここです

●図書館本館に「闘病記文庫」コーナーを作りました

  「闘病記」は、患者や患者を支えた方たちが、病気をどのようにとらえ、どのよ

うに向き合って生きてきたのかを綴った記録です。なぜ、「闘病記」を書くのか。

それは「同じように病で苦しむ人を応援したい！」という思いがこめられているの

ではないでしょうか。1冊の「闘病記」の行間から、病気を受け入れながら病気と

闘う人の考え方を知ることができます。精いっぱい生きていくことの大切さを実感

できます。

　図書館本館の奥に設置しています。まだ、十分にそろっていない病気の本もあり

ますので、利用者のみなさんのご要望を伺いながら、お役に立てるコーナーにしていきたいと思います。ご意見を

お聞かせください。

　自分の健康は自分で守る時代になってきました。このコーナーの近くには、４－自然科学　の書架があり、

４９３－内科 、４９４－外科 に関する家庭の医学についての本もあります。特定の治療法に目を奪われることな

く医療情報源の一つとして読まれることもお勧めします。

「科学遊び」
  2 月 9 日（土）
  14:00 ～ 15:00

●本館

「ちいさなおはなし会」
  2 月 16 日（土）
  11:00 ～ 11:30

●大山分館

2月の図書館行事
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高
齢
者
の
人
権
を
考
え
る
〜
高
齢
者
虐ぎ

ゃ
く
た
い
待
に
つ
い
て
〜

人権のつぼ 32
大山町人権交流センター TEL ０８５９－５４－２２８６

大山町茶畑１０７７－３FAX ０８５９－５４－２４１３

　

家
庭
内
で
起
こ
る
高
齢
者

    

虐
待
で
は
誰
が
加か

が

い

し

ゃ

害
者

      
に
な
る
で
し
ょ
う
か

　

平
成
16
年
に
厚
生
労
働
省
が
発
表

し
た
家
庭
内
で
の
高
齢
者
虐
待
全
国

実
態
調
査
に
よ
る
と
、
家
庭
内
で
起

こ
る
高
齢
者
虐
待
で
、
誰
が
加
害
者

に
な
る
か
を
見
る
と
、「
息
子
」
が

32
・
1
％
と
最
も
多
く
、つ
い
で
「
息

子
の
配
偶
者（
嫁
）」が
20
・
6
％
、「
配

偶
者
」
が
20
・
3
％
（
夫
11･
８
%
、

妻
８･

５
％
）、「
娘
」
が
16
・
3
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
は
家
庭
内
介
護
は
、
嫁
の

仕
事
と
さ
れ
て
き
た
時
代
か
ら
、
息

子
も
家
庭
内
介
護
に
組
み
込
ま
れ
て

い
る
状
況
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

３
世
代
同
居
な
ど
多
く
の
に
ぎ
や

か
な
家
族
構
成
の
な
か
で
、
高
齢
者

を
包
み
込
ん
だ
生
活
か
ら
、
家
族
構

成
の
多
様
化
や
労
働
形
態
の
変
化
な

ど
、
社
会
変
化
の
大
き
な
時
代
を
迎

え
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
な
か
で
、
家
族
内
虐
待

を
す
る
人
の
半
数
以
上
が
主
た
る
介

護
者
で
あ
り
、
介
護
疲
れ
や
人
間
関

係
の
複
雑
化
な
ど
が
背
景
に
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
虐
待
に
は

     

ど
ん
な
も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
か

　

高
齢
者
へ
の
虐
待
行
為
に
は
、
次

の
よ
う
な
も
の
が
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。　
　

○
身
体
的
虐
待

　

殴
る
。
け
る
。
無
理
や
り
食
事
を

口
に
入
れ
る
。
薬
の
過か

じ
ょ
う剰

な
服
用
。

身
体
拘こ

う
そ
く束

な
ど
。

○
心
理
的
虐
待

　

「
役
立
た
ず
」「
死
ん
で
し
ま
え
」

な
ど
言
葉
に
よ
る
暴
力
。
排は

い
せ
つ泄

の
失

敗
な
ど
を
人
前
で
あ
ざ
笑
う
。
無
視

す
る
な
ど
。

○
経
済
的
虐
待

　

年
金
や
預
貯
金
か
ら
勝
手
に
お
金

を
引
き
出
す
。
土
地
や
建
物
の
権
利

証
を
無
断
で
処
分
す
る
な
ど
。

○
性
的
虐
待

　

性
行
為
の
強
要
。
排
泄
の
失
敗
な

ど
を
こ
ら
し
め
る
た
め
下
半
身
を
裸

に
し
て
放
置
す
る
な
ど
。

○
介
護
や
世
話
の
放ほ

う

き棄
、
放
任

　

入
浴
さ
せ
な
い
。
食
事
や
水
分
を

与
え
な
い
。
劣れ

つ
あ
く悪

な
住
環
境
を
放
置

す
る
。
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
制

限
す
る
な
ど
。

　

実
際
に
は
、
こ
れ
ら
が
絡
み
合
っ

て
発
生
し
て
い
る
場
合
が
多
く
あ
り
ま

す
。

　

医
療
経
済
研
究
機
構
に
よ
る
、
家
庭

内
に
お
け
る
高
齢
者
虐
待
に
関
す
る
調

査
報
告
書
（
平
成
16
年
）
に
よ
れ
ば
、

高
齢
者
虐
待
の
内
容
（
複
数
回
答
）
は
、

「
心
理
的
虐
待
」
が
63･

4
％
、「
介
護

や
世
話
の
放
棄
、
放
任
」
が
52
・
4
％
、

「
身
体
的
虐
待
」
が
50
・
0
％
、「
経
済

的
虐
待
」
が
22･

4
％
、「
性
的
虐
待
」

が
1･

3
％
、「
無
回
答
」
0･

4
％
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
発
見
時
に
生
命
に
か
か
わ

る
危
険
な
状
態
に
あ
っ
た
高
齢
者
が
、

10･

8
％
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
人
権
を

　
　

守
る
地
域
づ
く
り
に

　
　
　

知
恵
を
出
し
合
い
ま
し
ょ
う

　

私
た
ち
に
と
っ
て
、高
齢
者
問
題
は
、

誰
も
が
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
で
す
。

で
も
こ
れ
に
正
面
か
ら
取
り
組
む
こ
と

は
、
な
ん
と
な
く
避
け
て
い
る
よ
う
な

感
じ
を
受
け
ま
す
。

　

日
本
は
、
急
激
に
高
齢
社
会
に
突
入

し
、
た
っ
た
24
年
の
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
で

進
み
ま
し
た
。
世
界
に
モ
デ
ル
が
無
い

問
題
と
言
え
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
視
点

か
ら
高
齢
者
問
題
を
、
本
気
に
と
ら
え

る
時
期
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
人
権
を
ど
う
守
る
か
と

い
う
観
点
で
、
誰
も
が
安
心
・
安
全
に

暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り

を
つ
く
る
た
め
の
知
恵
を
出
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

【
参
考
図
書
】

・
ク
イ
ズ
ウ
ル
ト
ラ
人
権
１
０
０
問　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

解
放
出
版
社

・
人
権
相
談
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

解
放
出
版
社
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鳥
取
県
特
別
医
療
費
助
成
制
度

が
変
わ
り
ま
す

青
色
の
特
別
医
療
費
受
給
資
格
証
の

制
度
に
つ
い
て

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
７

　

中
山
支
所
福
祉
課

　

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
６
１
１
２

　

大
山
支
所
福
祉
課

　

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
１
３
６

●
小
児
の
通
院
に
係
る

助
成
対
象
が
拡
大

●
小
児
、ひ
と
り
親
家
庭
、

特
定
疾
病
の
低
所
得
者
世

帯
に
係
る
入
院
費
の
負
担

が
軽
減 福

祉
・
保
健

平
成
20
年
4
月
1
日
か
ら

５
歳
未
満

小
学
校
就
学
前
ま
で

平
成
14
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
お

子
さ
ん
が
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

入
院
費

自
己
負
担
額
１
２
０
０
円
／
日

（
負
担
上
限
な
し　

月
最
高
３
万
７
２
０
０
円

ま
で
負
担
）

負
担
上
限
：
月
15
日
ま
で

（
月
最
高
１
万
８
０
０
０
円
ま
で
負
担
）

＊ 

低
所
得
者
世
帯
…
市
町
村
民

税
非
課
税
世
帯
等
で
「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

等
の
交
付
を
受
け
た
方

●
重
度
の
障
害
児
・
者
の
方
に
つ

い
て
も
医
療
費
の
一
部
負
担
が
必

要
と
な
り
ま
す

（
１
） 

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

全
額
助
成
し
ま
す
。（
自
立
支
援
医

療
の
対
象
と
な
る
方
は
、
当
該
医
療

の
申
請
が
必
要
で
す
）

（
２
） 

市
町
村
民
税
課
税
世
帯

で
、
一
定
以
上
の
所
得
の
方
（
③
）

は
助
成
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。①
、

所

得

区

分

世帯
市町村民税

非課税世帯
市町村民税課税世帯

本人
　市町村民税

　非課税の方

①市町村民税

　非課税の方

②老齢福祉年金

　支給要件の所

　得額未満の方

③老齢福祉年金

　支給要件の所

　得額以上の方

負

担

通院
全額助成

（本人負担なし）

従来どおり

1,000 円／月 2,000 円／月
助成対象外

（医療保険制度に基

づく自己負担額）入院 5,000 円／月 10,000 円／月

■月額負担上限額（１医療機関ごと）

＊老齢福祉年金支給要件の所得額とは

　年間所得額 1,595 千円〔扶養親族 0人の場合〕（給与収入になおすと約 2,536 千円）

　なお、所得には障害基礎年金、特別障害者手当などは含まれません。

●
全
て
の
受
給
者
の
方
に
つ
い
て

・ 

入
院
時
の
食
事
療
養
費
（
食
材
料

費
）
の
負
担
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・ 
院
外
薬
局
で
の
負
担
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
無
料
で
す
。

②
の
方
は
、
本
人
の
所
得
に
応
じ

て
、
１
医
療
機
関
ご
と
に
月
額
負
担

上
限
額
ま
で
、
総
医
療
費
の
原
則
１

割
負
担
と
な
り
ま
す
。

（
３
） 

助
成
対
象
の
方
（
①
、
②
）

に
対
す
る
軽
減
策
と
し
て
、
自
立
支

援
医
療
の
高
額
治
療
継
続
者
（
人
工

透
析
や
統
合
失
調
症
な
ど
）
に
該
当

す
る
と
き
は
、
そ
の
該
当
す
る
自
立

支
援
医
療
の
自
己
負
担
額
の
全
額
を

助
成
し
ま
す
。

（
４
） 

65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
に

つ
い
て
は
、
原
則
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
で
あ
る
方
を
助

成
対
象
と
し
ま
す
。

　

鳥
取
県
福
祉
保
健
部

　

（
障
害
児
・
者
）
障
害
福
祉
課

　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
１
５
２

　

（
小
児
・
ひ
と
り
親
家
庭
）

　

子
ど
も
家
庭
課

　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
１
５
０

　

（
特
定
疾
病
）
健
康
政
策
課

　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
５
７
２

生
活
福
祉
資
金

貸
付
制
度

　

社
会
福
祉
法
人
鳥
取
県
社
会
福
祉

協
議
会
が
実
施
す
る
「
生
活
福
祉
資

金
貸
付
制
度
」
は
、
低
所
得
世
帯
を

は
じ
め
高
齢
者
・
障
害
者
世
帯
に
対

し
、必
要
な
資
金
の
貸
付
け
を
行
い
、

経
済
的
自
立
と
生
活
意
欲
の
向
上
を

図
り
、
安
定
し
た
生
活
を
送
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
貸
付
制
度
で
す
。

　

原
油
価
格
高
騰
に
伴
う
冬
季
の
暖

房
用
燃
料
の
一
括
購
入
費
用
に
つ
い

て
も
、
当
該
貸
付
制
度
の
「
福
祉
資

金
（
福
祉
費
）」
の
貸
付
け
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

■
制
度
の
概
要

○
貸
付
種
類
…
福
祉
資
金
、
更
正
資

金
、
修
学
資
金
、
介
護
・
療
養
等
資

金
な
ど

※ 

冬
季
の
暖
房
用
燃
料
一
括
購
入

費
用
は
、
福
祉
資
金
（
福
祉
費
）
が

対
象

※ 

福
祉
資
金
（
福
祉
費
）
の
貸

付
限
度
額
は
、
50
万
円
以
内

○
貸
付
対
象
世
帯
…
低
所
得
者
世

帯
、
高
齢
者
世
帯
、
障
害
者
世
帯

○
貸
付
利
息
…
１
％
（
本
来
の
貸

付
利
息
は
３
％
で
す
が
、
鳥
取
県

が
２
％
分
を
補
助
し
て
い
ま
す
）

※ 

無
利
子
の
貸
付
種
類
も
あ
り

ま
す
。（
修
学
資
金
、
介
護
・
療

養
等
資
金
）

○
保
証
人
…
原
則
、
連
帯
保
証
人

１
人
が
必
要

○
償
還
期
限
…
福
祉
資
金
（
福
祉

費
）
の
償
還
期
限
は
、
３
年
以
内

（
据
置
期
間
は
６
月
以
内
）

※
償
還
期
限
内
に
償
還
が
で
き
な

い
場
合
は
、
延
滞
利
息
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

大
山
町
社
会
福
祉
協
議
会 

　

本
所
・
中
山
支
所

　

☎
０
８
５
８
‐
49
‐
３
０
０
０ 

　

名
和
支
所

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
２
２
０
０ 

　

大
山
支
所

　

☎
０
８
５
９
‐
39
‐
５
０
１
８

鳥
取
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
８
５
７
‐
59
‐
６
３
４
４ 

鳥
取
県
福
祉
保
健
部
福
祉
保
健
課

保
護
係 

　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
１
４
４
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麻
し
ん
、
風
し
ん
の
定
期
予
防
接
種
対
象

が
、
第
3
期
（
中
学
1
年
生
相
当
世
代
）、

第
4
期
（
高
校
3
年
生
相
当
世
代
）
に
拡

大
さ
れ
ま
す

２
０
０
８
年
4
月
1
日
か
ら

●
理
由

　　

日
本
で
は
近
年
、
麻
し
ん
患
者
数

は
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
２
０
０
７
年
に
、
10
代
及

び
20
代
を
中
心
と
し
た
年
齢
層
で
流

行
が
生
じ
、
多
数
の
学
校
が
休
校
措

置
を
行
う
な
ど
、
社
会
的
な
混
乱
が

み
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
０
０
６
年
か
ら
麻
し
ん
、
風
し

ん
は
第
1
期
（
1
歳
児
）、2
期
（
５

か
ら
7
歳
未
満
で
小
学
校
就
学
前
の

１
年
間
の
方
）
の
2
回
接
種
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
麻
し
ん
が
流
行
し
た
現

在
の
10
代
、
20
代
の
方
は
、
麻
し
ん

ワ
ク
チ
ン
を
1
回
の
み
接
種
ま
た
は

接
種
し
て
な
い
人
や
、
1
回
接
種
し

て
い
て
も
免
疫
が
充
分
に
つ
い
て

い
な
い
人
な
ど
が
あ
り
、
免
疫
の
獲

得
が
十
分
で
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
対
象
を
拡
大
し
て
お

こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で

す
。

　

い
ま
ま
で
に
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を

1
回
し
か
受
け
て
な
い
世
代
に
対
し

て
、
補
足
的
接
種
と
し
て
２
回
目
の

接
種
の
機
会
を
も
う
け
ま
す
。

【
対
象
年
齢
】
２
０
０
８
年
４
月
以

降
に
中
学
１
年
生
・
高
校
３
年
生
に

相
当
す
る
年
齢
の
方

【
接
種
期
間
】
1
年
間
（
4
月
1
日

か
ら
3
月
31
日
ま
で
…
最
も
よ
い
と

さ
れ
る
期
間
は
4
月
か
ら
６
月
ま
で

の
３
か
月
間
）

　

決
め
ら
れ
た
医
療
機
関
に
個
人
で

予
約
を
し
て
い
た
だ
き
接
種
（
医
療

機
関
名
簿
は
個
人
通
知
に
同
封
予
定

で
す
）

　

無
料

＊
対
象
に
あ
た
る
方
々
に
は
、
個
人

通
知
・
予
診
票
・
医
療
機
関
名
簿
を

4
月
ま
で
に
お
届
け
し
ま
す
。

＊
こ
れ
は
、
５
年
間
の
期
間
限
定
で

す
。

＊
詳
細
・
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、

左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
小
学
校
就
学
前
の
年
代
の
人
（
保

育
所
の
年
長
ク
ラ
ス
の
人
）
へ

　

2
回
目
の
接
種
は
終
わ
り
ま
し
た

か
？
無
料
で
受
け
ら
れ
る
期
間
は

２
０
０
８
年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。

今
回
対
象
と
な
っ
た
年
代
以
外
の
方

…
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い

ま
す
か
？

　

麻
し
ん
は
人
か
ら
人
へ
感
染
し
や
す

く
、
時
に
重
症
に
な
る
疾
患
で
も
あ
り
ま

す
。

　

麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
の
効
果

は
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
麻
し
ん
に

か
か
る
と
、
免
疫
機
能
を
低
く
す
る
の
で

肺
炎
、
中
耳
炎
を
合
併
し
た
り
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
わ
ず
か
に
、
予
防
接
種
を

し
た
人
も
発
症
は
あ
り
ま
す
が
、
未
接
種

の
方
の
発
症
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
麻
し
ん

の
免
疫
が
あ
る
か
は
病
院
で
抗
体
価
検
査

（
血
液
検
査
）を
す
る
こ
と
で
わ
か
り
ま
す
。

免
疫
が
な
い
と
判
定
さ
れ
る
場
合
は
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
適
応
と
と
な
り
ま
す
。
不

明
な
点
は
か
か
り
つ
け
医
ま
た
は
下
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
担
当
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
わ
内

　

福
祉
保
健
課　

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
７　

法律に基づく

予防接種が追加

されます！

●
対
象
・
接
種
期
間

●
接
種
方
法

「taspo（タスポ）」の申込受付開始

　鳥取県では、2月からこのカードの申込受付を

開始し、5月から使用できるようになります。

　発行手数料、年会費は無料です。申込書は、た

ばこ販売店店頭などで入手できるほか、「タスポ」

ホームページからもダウンロードできます。

　未成年者の喫煙防止のため、この取り組みへの

ご理解とご協力をお願いします。

　鳥取県では今年 5月から「成人識別

たばこ自動販売機」が導入され、自動販

売機でのたばこ購入に、専用のＩＣカー

ド「taspo（タスポ）」が必要になります。

■ 問い合わせ先　

（社）日本たばこ協会 taspo 運営センター

taspo ホームページ　http://www.taspo.jp/

taspo フリーダイアル　0120 － 222 － 180

スポーツ安全保険

対象となる事故

傷害保険
賠償責任保険
共済見舞金

スポーツ・文化・ボランティア活動などの団体活動に最適な保険です

●グループ活動中の事故　●往復中の事故

保険期間 平成 20年 4月 1日午前 0時から

翌年 21年 3月 31 日午後 12 時まで
対象となる

団体

掛金

（一人金額）

傷害保険（保険金額）

死亡 後遺症害（最高）入院（日額）通院（日額）

○こどもの団
体（中学生以
下）○文化・
ボランティア・
地域活動（高
校生以上）

500 円 2,000 万円 3,000 万円
日額
4,000 円

日額
1,500 円

○ 大 人 の ス
ポーツ活動（16
歳以上）

1,500 円 2,000 万円 3,000 万円 4,000 円 1,500 円

○老人クラブ
など（60 歳以
上）

800 円 600 万円 900 万円 1,800 円 1,000 円

○危険度の高
いスポーツ活
動

9,000 円 500 万円 750 万円 1,800 円 1,000 円

賠償責任保険
（支払限度額）（免責 1,000 円）

  身体賠償：１人１億円
　  　　　　１事故５億円
  財物賠償：１事故 500 万円

共済見舞金
　突然死（急性心不全、脳内出血等）160 万円

財団法人 スポーツ安全協会鳥取県支部（鳥取県体育協会内）
〒 680-0944　鳥取市布勢 146‐1　☎ 0857-28-7221

●
料
金
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し

■
日
時  

3
月
16
日
（
日
）
9
時
〜

■
場
所  

中
山
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー

■
参
加
資
格　

大
山
町
に
お
住
ま
い

の
方
で
、
1
チ
ー
ム
最
低
6
人
以
上

9
人
以
内
で
編
成
し
て
い
る
チ
ー
ム

■
チ
ー
ム
編
成　

混
合
の
部(

男
性
２
人
・
女
性
２
人
）

■ 

参
加
費 

１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

■ 

申
込
締
切
日  

２
月
29
日
（
金
）

  

経
験
の
有
無
、
年
齢
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。
申
込
用
紙
は
名
和
農
業
者

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
Ｈ

Ｐ
で
お
取
り
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

名
和
総
合
運
動
公
園

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
２
０
３
５

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第
1
回
Ｔ
Ｋ
Ｓ
Ｓ
杯

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
体
験
講
習
会

Ｌ
ｅ
ｔ
ｓ
ス
ポ
チ
ャ
ン

’

装
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

★
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
っ
て
？
★

　

エ
ア
チ
ュ
ー
ブ
の
は
い
っ
た
や
わ

ら
か
く
安
全
な「
エ
ア
ー
ソ
フ
ト
剣
」

で
、
足
で
も
胴
で
も
か
ら
だ
の
ど
こ

を
打
ち
込
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
！
簡
単
ル
ー

ル
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
武
器
に
は
、

長
剣
・
槍
・
小
太
刀
な
ど
様
々
な
長

さ
の
も
の
が
あ
り
、
大
人
で
も
子
ど

も
で
も
安
全
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
世
界
中
に
愛
好
者
が
あ
り
、

世
界
大
会
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

大
山
公
民
館　

　

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
０
０
３

な
か
や
ま
公
民
館
ま
つ
り

第
３
回

　

中
山
公
民
館
で
活
動
さ
れ
て
い
る

文
化
教
室
や
各
種
団
体
が
、
日
ご
ろ

の
学
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

歌
謡
発
表
会

第
16
回
あ
な
た
と
わ
た
し
の

　

名
和
公
民
館
サ
ー
ク
ル
「
な
わ
カ

ラ
オ
ケ
フ
レ
ン
ド
」
の
み
な
さ
ん
が

日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
発
表
さ
れ

ま
す
。
発
表
会
終
了
後
に
は
、
お
楽

し
み
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
の
で
み
な

さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
24
日
（
日
）
13
時
〜

■
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
わ

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

■問い合わせ先 名和公民館

              ☎ 0859-54-2688

■
日
時　

　

２
月
23
日
（
土
）
14
時
〜
16
時

■
場
所　

大
山
中
学
校
体
育
館

■
指
導　

鳥
取
県
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン

バ
ラ
協
会

■
内
容 

基
本
動
作
・
練
習
試
合
な

ど※
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
動
き
や
す
い
服

「
香
取
開
拓
の
歴
史
」

第
９
回
「
大
山
学
」
講
座

　

今
年
度
最
後
の
「
大
山
学
」
で

は
、
香
取
地
域
の
開
拓
の
歴
史
に
つ

い
て
、
香
取
の
大
林
光
雄
氏
を
講
師

に
お
迎
え
し
て
学
習
し
ま
す
。

　

○
香
取
地
域
○

　

昭
和
21
年
に
香
川
県
出
身
の
旧
満

州
開
拓
団
が
入
植
以
来
、
酪
農
を
中

心
と
し
た
開
拓
・
村
づ
く
り
が
す
す

め
ら
れ
て
き
た
大
山
山
ろ
く
の
地
域

■
日
時　

２
月
19
日
（
火
）
10
時
〜

■
場
所　

大
山
公
民
館

　
　
　
　

（
末
長
２
６
９
‐
１
）

■
入
場
無
料

「
大
山
学
」
と
は
？

　

自
分
の
住
む
地
域
の
歴
史
や
文

化
、
産
業
、
自
然
を
見
つ
め
直
し
、

地
域
の
魅
力
や
可
能
性
を
発
掘
す
る

講
座
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

大
山
公
民
館　

　

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
０
０
３

　

弥
生
時
代
の
石
器
づ
く
り
を
体
験

し
ま
せ
ん
か
！

■
日
時　

３
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　

10
時
〜
12
時
30
分

■
場
所　

妻
木
晩
田
遺
跡

■
募
集　

２
月
25
日
（
月
）
ま
で

■
対
象　

小
学
校
高
学
年
以
上
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

■
定
員　

30
人

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

妻
木
晩
田
遺
跡
事
務
所

　

☎
０
８
５
９
‐
37
‐
４
０
０
０

「
石
器
を
つ
く
ろ
う
！
」

む
き
ば
ん
だ
弥
生
講
座

参
加
無
料

■
日
時

　

３
月
１
日
（
土
）・
２
日
（
日
）

　

9
時
〜
17
時

■
場
所

　

生
活
想
像
館
（
中
山
温
泉
館
隣
）

■
内
容　

作
品
展
示
、
舞
台
発
表
な

ど
。
な
お
、舞
台
発
表
は
、１
日（
土
）

の
み
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

中
山
公
民
館

　

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
２
３
３
４

鳥
取
県
和
牛
放
牧

研
修
会
（
西
部
地
区
）

　

県
畜
産
試
験
場
主
催
で
、
和
牛
放

牧
の
研
修
会
が
開
か
れ
ま
す
。

　

放
牧
に
よ
る
、
作
業
の
省
力
化
・

飼
料
費
の
軽
減
な
ど
、
飼
養
者
の
メ

リ
ッ
ト
な
ど
の
紹
介
、
専
門
家
に
よ

る
放
牧
に
関
す
る
情
報
提
供
や
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

畜
産
農
家
の
方
は
、
飼
養
頭
数
の

増
頭
に
も
つ
な
が
り
、
経
営
の
参
考

に
な
る
研
修
会
で
す
。
お
気
軽
に
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
７
日
（
木
）

　
　
　
　

13
時
〜
15
時
30
分

■
場
所　

淀
江
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

さ
な
め
ホ
ー
ル

　
　
　

（
米
子
市
淀
江
西
原7

0
8
-4

）

■
内
容　

放
牧
効
果
に
つ
い
て
の
講

演
、
事
例
紹
介
、
試
験
研
究
の
成
果
、

支
援
制
度
な
ど

■
対
象
者　

放
牧
農
家
及
び
放
牧
に

取
り
組
み
た
い
方

■
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
西
部
総
合
事
務
所
農
林
局

　

農
業
振
興
課

　

☎
０
８
５
９
‐
31
‐
９
６
４
３

み
ん
な
の
人
権
セ
ミ
ナ
ー

第
7
回
（
最
終
回
）

■
日
時  

２
月
19
日
（
火
）

　
　
　

  

19
時
30
分
〜
21
時

■
場
所  

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
わ

■
内
容　

「
地
域
医
療
に
み
る
高
齢

者
の
人
権
」
高
見
徹
さ
ん
（
日
南
病

院
院
長
）

 

み
な
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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時 間 １日～１０日 １１日～２０日 ２１日～２９日
9：00 大山西小 宿泊体験塾 第 8回 大山学講座 仮装して滑走大会&ホワイトウォーク

10：00

11：00 名和公民館ｻｰｸﾙ発表会

12：00 八重の年越し風景

13：00

14：00 成人式 大山西小 宿泊体験塾 第 8回 大山学講座

15：00 名和神社しめ縄奉納、空手初稽古、百人一首

16：00 テメキュラ交流会

17：00

18：00

19：00 大山西小 宿泊体験塾 第 8回 大山学講座 仮装して滑走大会&ホワイトウォーク

20：00

21：00 名和公民館ｻｰｸﾙ発表会

22：00 八重の年越し風景

0：00 成人式 大山西小 宿泊体験塾 第 8回 大山学講座

1：00 名和神社しめ縄奉納、空手初稽古、百人一首

2：00 テメキュラ交流会

　前の週から放送している

番組は、新しい番組が準備

出来次第、差し替える予定

です。また、業務の都合に

より予定どおり放送できな

いこともありますので、ご

了承ください。放送予定が

無い時間帯については、文

字情報で行政情報などを提

供しています。

３チャンネル番組表
大山町

１日～２９日分

■問い合わせ先

企画情報課情報管理室

　☎ 0859-54-5202

２月

住宅の耐震診断・耐震改修を応援します
　地震列島のわが国では、いつどこで地震が起きてもおかしくありません。地震による人的被害で

最も多いものは、建物の倒壊が原因によるものです。

　町では、震災に強いまちづくりを目的に、古い基準で建築された住宅の「耐震診断・改修設計・

耐震改修」にかかる費用の一部を補助し、耐震化を促進する制度を実施しています。

　建物の耐震性の確保は、そこに居住する人や使用する人の生命・財産を守るために大切なことで

あり、地震被害の防止につながります。この事業を活用し住宅の耐震化を進めましょう。

　対象となる建物の要件、補助率及び限度額は次のとおりです。

事業の概要
「耐震診断」とは

  住宅が地震に対し安全かど

うか、どの程度被害を受けに

くいかなど、建物の地震に対

する強さを調べるものです。

「改修設計・耐震改修」とは

　耐震診断によって、地震

に対する強さが不足している

と判断された住宅を対象とし

て、補強設計や耐震改修を行

うものです。

（大山町震災に強いまちづくり促進事業）　

１対象建物　　昭和５６年５月３１日以前に建築された一戸建て住宅

２補助率　　　費用の２／３を補助します

３補助限度額　①耐震診断　４万円　②改修設計　１３．３万円

　　　　　　　③耐震改修　１００万円

　　　　　　　　※あわせて国が定めた面積による限度額があります

４補助要件　　耐震改修事業の実施には、住宅の設置位置や既成市街地の

　　　　　　区域内にあることなどの要件を満たす必要があります。

●事業の問い合わせ先　　総務課　　☎ 0859 － 54 － 5201

耐震改修優遇税制

耐震改修にかかる税制の優遇措置があります。

詳しくは、税務課にお問い合わせください。☎ 0859 － 54 － 5208
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中山地区：中山農村環境改善センター

名和地区：役場本庁舎第３・４会議室

大山地区：大山支所第１会議室

中

山

地

区

●申告会場● 平
成
19
年
分

所
得
税
・
住
民
税
の

確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す

　

２
月
4
日
か
ら
３
月
17
日
ま
で
の
確
定
申

告
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

確
定
申
告
の
期
限
が
近
づ
く
と
大
変
混
み

合
い
ま
す
。

　

余
裕
を
も
っ
た
早
め
の
提
出
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

※
2
月
４
日
か
ら
2
月
８
日

ま
で
の
間
は
、
給
与
・
年
金

の
み
の
方
の
受
付
で
す
。
給

与
・
年
金
以
外
の
農
業
・
営

業
そ
の
他
の
所
得
が
あ
る
方

は
そ
れ
ぞ
れ
の
日
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

※
申
告
に
必
要
な
領
収
書
、

証
明
書
な
ど
は
大
切
に
保
管

し
、
申
告
時
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

※受付時間はいずれも午前は 9 時～ 11 時、午後は

13時～ 16 時です。

申
告
日

午
前(

受
付
９
時
〜
11
時
）
午
後(

受
付
13
時
〜
16
時)

対
象
部
落
名

対
象
部
落
名

２
月
５
日
（
火
）

〜
２
月
８
日
（
金
）
還
付
申
告
受
付(

給
与
・
年
金
の
み)

２
月
15
日
（
金
）
中
山
口

金
屋

２
月
18
日
（
月
）
田
中

潮
音
寺
・
曲
松

２
月
19
日
（
火
）
浜
ノ
上
団
地
・
阿
弥
陀
山
・

中
山
Ｍ
コ
ー
ポ

栄
田
・
植
松

２
月
20
日
（
水
）
北
御
崎

南
御
崎

２
月
21
日
（
木
）
下
田
中
１
区

下
田
中
２
区

２
月
22
日
（
金
）
中
林

赤
坂

２
月
25
日
（
月
）
ナ
ス
パ
ル
タ
ウ
ン

下
甲

２
月
26
日
（
火
）(

予
備
日)

(

予
備
日)

２
月
27
日
（
水
）
樋
口

羽
田
井

２
月
28
日
（
木
）
萩
原
・
報
国

羽
田
井

２
月
29
日
（
金
）
八
重

束
積

３
月
３
日
（
月
）
退
休
寺

石
井
垣

３
月
４
日
（
火
）(

予
備
日)

下
市
駅
前
・
春
日
・

因
ノ
庄
・
さ
ざ
ん
か
台
団
地

３
月
５
日
（
水
）
塩
津

下
市

３
月
６
日
（
木
）
二
本
松
・
香
取

上
市

３
月
７
日
（
金
）
殿
河
内

高
橋

３
月
10
日
（
月
）
林
之
峯
・
庄
田
・
大
中
尾

松
河
原

３
月
11
日
（
火
）
岡

長
野

３
月
12
日
（
水
）
住
吉
・
中
池
谷
・
西
住
吉

中
尾

３
月
13
日
（
木
）

未
申
告
の
方

３
月
14
日
（
金
）

３
月
17
日
（
月
）

米
子
税
務
署
の

確
定
申
告
相
談
日

　

米
子
税
務
署
の
確
定
申
告
相
談
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◆
期
間

　

2
月
1
日(

金)

〜
3
月
17
日(

月)

　
　

(

土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す)

◆
受
付
時
間

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

◆
会
場

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

(

米
子
市
末
広
町
２
９
４)

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

米
子
税
務
署

　

☎
０
８
５
９
‐
32
‐
４
１
２
１

確定

申告
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名

和

地

区

申
告
日

午
前(

受
付
９
時
〜
11
時)

午
後(

受
付
13
時
〜
16
時)

対
象
部
落
名

対
象
部
落
名

２
月
４
日
（
月
）

〜
２
月
８
日
（
金
）
還
付
申
告
受
付(

給
与
・
年
金
の
み)

２
月
14
日
（
木
）(

準
備)

荘
田

２
月
15
日
（
金
）
保
田
・
富
岡

安
原

２
月
18
日
（
月
）
平
田

上
万

２
月
19
日
（
火
）
稲
光

上
野
・
清
原

２
月
20
日
（
水
）
唐
王

中
高
1
区
・
神
原

２
月
21
日
（
木
）
中
高
2
区

上
中
高
・
野
田

２
月
22
日
（
金
）
中
高
3
区
・
西
区

福
尾
・
末
長

２
月
25
日
（
月
）
平
木

所
子

２
月
26
日
（
火
）
大
山
口
・
大
山
口
団
地
・

大
山
口
新
団
地
・
栄
・
新
栄

末
吉

２
月
27
日
（
水
）
長
田
・
あ
ず
み
の
郷

２
月
28
日
（
木
）
國
信

２
月
29
日
（
金
）
妻
木

高
麗
・
所
子
地
区
で
未
申
告
の
方

３
月
３
日
（
月
）
高
麗
・
所
子
地
区
で
未
申
告
の
方

３
月
４
日
（
火
）
原
・
別
所

佐
摩

３
月
５
日
（
水
）
畑
・
明
間
・
あ
け
ま
の
森
・

大
山

蔵
岡
・
香
取

３
月
６
日
（
木
）
種
原
・
一
の
谷
・
美
野
留

鈑
戸
・
大
谷
・
下
槇
原
・
宮
内

３
月
７
日
（
金
）
坊
領
（
１
〜
４
班
）

坊
領
（
５
〜
８
班
）

３
月
10
日
（
月
）
赤
松
（
上
・
下
口
、
奥
村
）
赤
松
（
中
口
、
河
原
）

３
月
11
日
（
火
）
今
在
家
・
今
在
家
住
宅
・

中
槇
原

前
・
平

３
月
12
日
（
水
）
大
山
地
区
で
未
申
告
の
方

３
月
13
日
（
木
）

未
申
告
の
方

３
月
14
日
（
金
）

３
月
17
日
（
月
）

大

山

地

区

申
告
日

午
前(

受
付
９
時
〜
11
時)

午
後(

受
付
13
時
〜
16
時
）

対
象
部
落
名

対
象
部
落
名

２
月
４
日
（
月
）

〜
２
月
８
日
（
金
）
還
付
申
告
受
付(

給
与
・
年
金
の
み)

２
月
15
日
（
金
）(
準
備)

上
前
谷
・
下
前
谷

２
月
18
日
（
月
）
倉
谷

上
木
料
・
下
木
料

２
月
19
日
（
火
）
峯
小
竹
・
小
竹

上
坪
東

２
月
20
日
（
水
）
上
坪
西

下
坪

２
月
21
日
（
木
）
陣
構
・
楽
仙

西
坪
・
駅
前

２
月
22
日
（
金
）
ひ
か
り
が
丘
・
八
景
台

富
長
東

２
月
25
日
（
月
）
古
御
堂
・
文
珠
領

富
長
中
・
富
長
西

２
月
26
日
（
火
）
中
村
・
千
歳

茶
畑
・
塚
根

２
月
27
日
（
水
）
大
塚
・
福
田

古
原
・
押
平

２
月
28
日
（
木
）
東
高
田
・
大
雀

上
高
田
・
西
高
田

２
月
29
日
（
金
）
新
高
田
・
押
平
1
区

押
平
２
区
・
押
平
３
区

３
月
３
日
（
月
）
上
福
・
南
高
田

光
徳
・
庄
内
地
区
で
未
申
告

の
方

３
月
４
日
（
火
）
坪
田
3
区
・
香
取
弥
生

坪
田
1
区
・
栃
原

３
月
５
日
（
水
）
門
前
・
神
田

坪
田
2
区
・
渡
道

３
月
６
日
（
木
）
東
谷
・
上
大
山

旧
奈
和

３
月
７
日
（
金
）
梶
原
・
営
団

下
大
山
・
新
坪
田

３
月
10
日
（
月
）
御
来
屋 

東･

１･

２･

３･

４･

５
区

３
月
11
日
（
火
）
御
来
屋 

６･

７･

８･

９･

10･

11
区

３
月
12
日
（
水
）
御
来
屋 

南･

港
区･

み
ど
り
区･

の
ぞ
み
区

３
月
13
日
（
木
）

未
申
告
の
方

３
月
14
日
（
金
）

３
月
17
日
（
月
）



日 月 火 水 木 金 土

27 28 29 30 31 1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 1
2 3 4 5 6 7 8

大山町行事カレンダー2 2008．February
広報だいせん

＊子どもの健診・予防接種・各種がん検診の日程は裏面をごらんください。

主な連絡先

■大山町役場

　　℡ 0859‐54‐3111（代表）

　中山支所

　　℡ 0858‐58‐6111（代表）

　大山支所

　　℡ 0859‐53‐3311（代表）

　名和分庁舎（水道課）

　　℡ 0859‐54‐5204

■人権交流センター

　　℡ 0859‐54‐2286

■福祉センターなかやま

　　℡ 0858‐49‐3000

■保健福祉センターなわ

　　℡ 0859‐54‐5207

■保健福祉センターだいせん

　　℡ 0859‐39‐5018

■中山農村環境改善センター

　　℡ 0858‐58‐6124

■教育委員会

　　℡ 0858‐54‐5211

■中山公民館

　　℡ 0858‐58‐2334

■名和公民館

　　℡ 0859‐54‐2688

■大山公民館

　　℡ 0859‐53‐3003

■町立図書館

　　℡ 0858‐49‐3010

　名和分館

　　℡ 0859‐54‐2688

　大山分館

　　℡ 0859‐53‐3003

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターだいせん

人権相談
９：００～１２：００
人権交流センター

犬・ねこのひきとり
１０：００～
　中山支所福祉課
１０：３０～
　役場本庁住民生活課
１１：００～
　大山支所福祉課

保育所開放日
１０：0０～１１：0０

健康相談
( 受付 ) １３：３０～１４：００
保健福祉センターなわ

保育所開放日
１０：0０～１１：0０

■小･中学校

　中山小学校　　℡ 0858‐58‐2439

　名和小学校　   ℡ 0859‐54‐2070

　大山西小学校　℡ 0859‐53‐3228

　大山小学校　　℡ 0859‐53‐3104

　中山中学校　　℡ 0858‐58‐2014　

　名和中学校　　℡ 0859‐54‐2024　

　大山中学校　　℡ 0859‐53‐3020

3 月

人権相談
１３：００～１６：００
保健福祉センターだいせん

人権相談
９：００～１２：００
人権交流センター

建国記念の日

大山町みんなの人権セミナー
「地域医療にみる高齢者の人権」
１９：３０～２１：００
保健福祉センターなわ

第２回大山町卓球大会
９：００～
名和農業者ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ

第 36回

大山国体記念スキー大会
９：３０～大山スキー場

第3回なかやま公民館まつり
３月 1日～ 2日
９：００～１７：００生活想像館

科学遊び
１４：００～１５：００
町立図書館

ちいさなおはなし会
１１：００～１１：３０
町立図書館大山分館

行政相談
９：３０～１２：００
保健福祉センターなわ

行政相談
９：３０～１２：００
福祉センターなかやま

行政相談
１３：００～１６：００
保健福祉センターだいせん

育児学級
１０：００～１１：３０
中山農村環境改善センター

育児学級
１０：００～１１：３０
保健福祉センターなわ

すくすく広場
１０：００～１１：３０
ふれあい会館

すくすく広場
１０：００～１１：３０
ふれあい会館

すくすく広場
１０：００～１１：３０
ふれあい会館

すくすく広場
１０：００～１１：３０
ふれあい会館

栄養相談１０：００～１１：３０
ふれあい会館

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターだいせん

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターだいせん

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターなわ

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターなわ

３Ｂ体操
９：３０～１１：００
中山農村環境改善センター

３Ｂ体操９：３０～１１：００
中山農村環境改善センター

健康体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターだいせん

第 16回あなたとわたしの
歌謡発表会
１３：００～
保健福祉センターなわ

第 9回大山学講座
「香取開拓の歴史」
１０：００～大山公民館

大山町生涯学習大会
１０：００～
大山公民館

第 8回 県民スポレク祭
（スキー・スノーボード競技）
９：００～大山スキー場

中山ふれあいチャリティー
歌の祭典
１３：００～

中山農村環境改善センター

大山恵みの里づくりセミナー
～本気で取り組んでみません
か？～「売れる！特産品のつく
り方」１３：３０～
保健福祉センターなわ

第 26回ふるさとまつり
（高麗分館）
１６日１３：３０～１７：００
１７日　９：００～１６：００

第 24回大山分館まつり
８日１３：００～１７：００
９日　９：００～１５：００



種 別 月日 場所 受付時間 対象 その他

健
診

歯科健診・

フッ素塗布

 2 月  8 日（金）
保健福祉センター

なわ
13:00 ～ 13:30

1 歳～小学校就学

前の幼児（6 カ月

に 1回受ける）

歯のアンケート、

フッ素手帳、歯ブ

ラシ、コップをお

持ちください 3 月  7 日（金）
保健福祉センター

だいせん

乳幼児健診  2 月 25 日（月）
保健福祉センター

なわ
13:00 ～ 14:30 2 カ月～ 2歳 6カ月

母子健康手帳をお

持ちください

1歳6カ月・

3歳児健診
 2 月 18 日（月）

保健福祉センター

だいせん
13:00 ～ 13:30

1 歳 6カ月児・

3歳児
個人通知します

予
防
接
種

ＢＣＧ  2 月 26 日（火）
保健福祉センター

なわ
13:00 ～ 13:30

3 カ月～ 6 カ月未

満の未接種者
個人通知します

ポリオ  3 月  4 日（火）
保健福祉センター

なわ
13:00 ～ 13:30

3 カ月～ 7歳 6カ月

未満の未接種者
個人通知します

子どもの健診・予防接種のお知らせ

※ 1歳６カ月児・３歳児健診についての注意事項

　お住まいの各地区 ( 大山・名和・中山 ) で受けることが基本になります。

　他の地区でも受けられますが、その場合申し込みが必要となります。福祉保健課にご連絡ください。

２月 1日～ 3月 10 日までのお知らせを載せています。

健康づくり、健康相談、介護予防教室のお知らせ

種 別 月　日 場　所 時　間 内　容

3B 体操

2月  ８日（金）

2月 22 日（金）

3 月  7 日（金）

保健福祉センター

だいせん
13:30 ～ 15:00

ストレッチ体操、ベル・ベルター・

ボールを使って音楽にあわせて体

を動かします。

運動のできる服装でお出かけくだ

さい。

2月 14 日（木）

2月 28 日（木）

保健福祉センター

なわ
13:30 ～ 15:00

2 月  5 日（火）

2月 19 日（火）

中山農村環境改善

センター
9:30 ～ 11:00

大山町地域包括

支援センター

医師 健康相談

2月 15 日（金）
保健福祉センター

なわ

( 受付）

13:30 ～ 14:00

骨密度測定、骨に関する相談、

医師・保健師・栄養士による各種

疾病の相談、心の相談。どなたで

も利用できますのでお出かけくだ

さい。

健康体操 2月 12 日（火）
保健福祉センター

だいせん
13:30 ～ 15:00

運動指導士によるストレッチ体

操、軽体操

☆子どもの健診、予防接種、基本健診、各種がん検診、

健康相談、健康づくり等に関することは

保健福祉センターなわ福祉保健課

ＴＥＬ　０８５９－５４－５２０７

☆介護保険、介護予防等に関することは

大山町地域包括支援センター　　　　

ＴＥＬ　０８５９－５４－２２２６

ＴＥＬ　０８５９－５４－５２０７

（お問い合わせ・相談先）

種 別 月　日 場　所 時  間 対　象 内　容

育児学級

2月 15 日（金）
中山農村環境

改善センター
（受付 9:45 ～）

10:00 ～ 11:30

保育所に行っ

ていない親子  
絵本の読み聞かせ

 節分の遊び
2月 22 日（金）

保健福祉セン

ターなわ

すくすく

広場

2月  1 日（金）

2月  8 日（金）

2月 29 日（金）

3月  7 日（金）

ふれあい会館 10:00 ～ 11:30

保育所に行っ

ていない親子

と妊産婦

季節の遊び

栄養相談 2月 19 日（火） ふれあい会館 10:00 ～ 11:30
乳幼児の保護

者

離乳食試食、栄養

士、助産師の相談

その他の教室・相談のお知らせ

☆あそびにおいでよ！　大山町ふれあい会館　TEL ０８５９－５４－２３９５　

地域子育て支援センター　開館時間　月曜日～金曜日（祝日は除く）9:30 ～ 17:00 ○子育て中のふれあいの場として、

いつでも保護者同伴で、自由に楽しむことができます。（おもちゃ・絵本・遊具あり）○行事はどなたでも参加できます。

○いつでも子育て相談できます。（個別相談もできます）○たんぽぽ通信（月１回）発行

各種検診のお知らせ

＊「人間ドック」、医療機関での「子宮がん・乳がん検診」について、受診期間は２月末までです。

　直接、医療機関に予約をしてください。

　受診票が必要です。（希望調査票にもとづき、送付しています）

　医療機関には、受診票、保険証、料金をお持ちください。

＊職場で検診のある方、定期的に病院で受診されている方は対象からのぞきます。




